
公園が担保すべき

基本的な機能

環境保全　　景観形成　　コミュニティ形成

　レクリエーション　　防災

基本方針

強化すべき機能

エリア整備方針

基本方針１

公園で

親しむ

基本方針２

公園で

憩う

基本方針３

公園で

育む

基本方針４

公園に

集う

・常盤橋公園を中心として都内

随一の歴史性を継承した公園づ

くりを目指します。

・エリアマネジマネジメント団

体などと連携し、区立公園だけ

でなく民有地も含めた公園的利

用を促進します。

・周辺の民間開発と連携して公

園づくりを進めます。

・公園だけではなく公開空地や

道路などでも柔軟な運用を検討

します。

・公開空地や道路、民間緑道な

どと連携し、一体的な公園利用

や先駆的な利用を促進します。

・日比谷公園など周辺公園との

連携を検討します。

④大手町・丸の内・有楽町・永田町エリア

基本理念基本理念 千代田の歴史を継承し　次世代を育む　心地よいコモンスペースを目指して

公園が担保すべき

基本的な機能

環境保全　　景観形成　　コミュニティ形成

　レクリエーション　　防災

基本方針

強化すべき機能

エリア整備方針

基本方針１

公園で

親しむ

基本方針２

公園で

憩う

基本方針３

公園で

育む

基本方針４

公園に

集う

・震災復興小公園や神社等との

関係性を継承し一体的な利用を

促進します。

・旧河川の歴史性を継承した公

園づくりを目指します。

・和泉公園を中心とし、周辺施

設との連携や入りやすいエント

ランス空間の創出に努めます。

・ボール遊びやドッグランなど

の先駆的な利用を促進します。

・児童遊園を活かした立体的な

遊びの場所作りを目指します。

・小さいながらも数の多い公園

をうまく機能分担・連携するこ

とで、複数の公園ので機能充実

を図ります。

・周辺施設との一体的利用を促

進します。

・中央区や台東区との公園の連

携を図ります。

③和泉橋エリア

基本理念基本理念 千代田の歴史を継承し　次世代を育む　心地よいコモンスペースを目指して

公園が担保すべき

基本的な機能

環境保全　　景観形成　　コミュニティ形成

　レクリエーション　　防災

基本方針

強化すべき機能

エリア整備方針

基本方針１

公園で

親しむ

基本方針２

公園で

憩う

基本方針３

公園で

育む

基本方針４

公園に

集う

・震災復興小公園や神田

神社などの歴史的資産を

活かした公園整備を行い

ます。

・本郷台地の崖線が有す

る豊かなみどりを継承し

ていきます。

・淡路公園など活発な地域活用を促

進し、地域に愛される公園づくりを

目指します。

・公園の数も多い地域であり、児童

遊園も多いため、アクセスしやすい

エントランスづくりを目指します。

・公開空地など公共・民間ともに建

物と接した場所がおおいため、一体

的な利用が望まれます。

・日中の多い利用者を想定して、休

息施設の拡充を図ります。

・市民花壇など活用を促進します。

・子どもや子育て世代に加えて、昼間

人口を含めた多様な世代が利用しやす

い公園づくりを目材します。

・錦華公園や西神田公園を中心に先駆

的機能を強化し、ボール遊びや水遊び、

自然での遊び等、遊び場機能の拡充を

行うとともに先駆的機能の拡充、柔軟

なルールづくりに努めます。

・神田橋公園や小川広場などすでに先

駆的機能を有している公園を中心に柔

軟な利用を促進します。

・インクルーシブ遊具などの先駆的機

能の導入を促進します。

・公園内での賑やかな利用、静かな利

用など機能を分担します。

・近接している児童遊園、

広場があるため、それら

の機能連携が望まれます。

・誘致圏外が多いため、公

開空地との一体的利用を

促進します。

・周辺施設との一体的利用

を促進します。

・中央区の公園との連携を

図ります。

②神保町・神田公園・万世橋エリア

基本理念基本理念 千代田の歴史を継承し　次世代を育む　心地よいコモンスペースを目指して

公園が担保すべき

基本的な機能

環境保全　　景観形成　　コミュニティ形成

　レクリエーション　　防災

基本方針

強化すべき機能

エリア整備方針

基本方針１

公園で

親しむ

基本方針２

公園で

憩う

基本方針３

公園で

育む

基本方針４

公園に

集う

・東郷元帥記念公園の震災復興

小公園など、歴史を継承する公

園整備を目指します。

・九段坂公園など利用者が多い

公園を有しているため、千代田

区の顔となる場所としての公園

整備を目指します。

・皇居にも近く、面積の大きな

公園が多いことから豊かな緑量

を保全継承し、快適な環境づく

りを目指します。

・大きな公園を活かして地域での活

用可能な場所を位置付けるなど、

地域の方と

　ともに育んでいく公園整備が望

まれます。

・各地域に公園の誘致圏外が存在し

ているため、民間企業との連携や、

地域の開発と連携した公園づくり

による、地域の方が公園にアクセ

スできる環境整備が望まれます。

・周辺の民間開発と連携して公園づ

くりを進めます。

・スケボーパーク、ドッグ

ランなどの先駆的機能の拡

充や、柔軟な活用を検討し、

地域での利活用を促進しま

す。

・子どもが多い地域でもあ

り、遊びのニーズが高い場

所であると言えます。遊具

の導入にあたっては、イン

クルーシブ機能を強化して

いくことが望まれます。

・比較的大きな公園が立地して

いるため、静かな場所と賑やか

な場所の共存など、公園内での

利用のシェアを行います。

・地域の中には公園の誘致圏外

の場所が比較的広がっているた

め、公開空地や道路、教育機関

等との一体的利用を促進し、公

園利用の機会を充実します。

①麹町・番町・飯田橋・富士見エリア

基本理念基本理念 千代田の歴史を継承し　次世代を育む　心地よいコモンスペースを目指して

公園が担保すべき

基本的な機能

環境保全　　景観形成　　コミュニティ形成

　レクリエーション　　防災

基本方針

強化すべき機能

基本方針１

公園で

親しむ

基本方針２

公園で

憩う

基本方針３

公園で

育む

基本方針４

公園に

集う
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基本理念基本理念 千代田の歴史を継承し　次世代を育む　心地よいコモンスペースを目指して

公園が担保すべき

基本的な機能

環境保全　　景観形成　　コミュニティ形成

　レクリエーション　　防災

基本理念基本理念

基本方針

千代田の歴史を継承し　次世代を育む　心地よいコモンスペースを目指して

基本方針１

公園で

親しむ

基本方針２

公園で

憩う

基本方針３

公園で

育む

基本方針４

公園に

集う

地域の歴史、シンボル、

みどりを活かした魅力づくり

地域とともにつくる　

心地よい居場所の創出

楽しく過ごせる機能

の導入による多世代の健康づくり

場所を使いこなす

魅力ある遊び場

公園の機能

歴
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施策 施策 施策 施策

基本方針１

公園で

親しむ

地域の歴史を活かし
愛着を感じる場所へ

施策１
施策 2

施策 3

施策 4

快適で潤いある公園づくり

公園の基本的な
サービスの向上

デジタル技術を上手に使う

・地域の歴史や特性、利用ニー
ズにあった特色ある整備
・良好な景観や長い歴史に培
われた文化的な特性を活用

・環境配慮し、自然との触れ合い、都市の中でも自
然の豊かさや多様性に触れられる公園をつくる。
・都市公園の再整備のときに緑被地を確保する。
・歴史文化や環境教育のための設備（歴史サイン、
ビオトープ等）を設置し、区民から求められる健康・ 
福祉、子育て・教育等の機能充実を図る。
・公園や周辺等にドライ型ミストの設置を誘導し、
クールスポットを創出。

・トイレの清掃・美化
・雨水流出抑制機能などの災害対策機
能を強化
・身近な自然である公園の緑陰のから
木陰を創出
・水飲みやテーブル・ベンチなどの休
憩できる場の自由に安心し
休める快適な休養施設を拡充。

・デジタル技術などを活用した
防犯性に配慮した安全・安心な
公園づくりを行います。
・歴史等のデジタル技術を活か
した配信
・公園機能・温度・利用者など
の見える化・オープンデータ化
の推進

歴史的機能
基本方針・施策と関連する公園の機能

千代田区内には歴史ある寺社や記念碑、関東大震災後に復興整備
された震災復興小公園など歴史的資産が点在しています。これら
は江戸～昭和を中心とした都市形成の中で継承された資産であ
り、今後も持続可能な都市を形成するインフラの１つとして次世
代に継承していく必要があるものです。神社と隣接した公園や、
関東大震災後の復興整備として整備された帝都復興小公園や、歴
史的な記念碑、銅像などが建てられている公園が該当します。

シンボル機能
千代田区は首都東京の中心に位置し、日本または東京を代表する
場所です。区内でも、さらに千代田区らしい区を代表するような
公共性のより高い公園（オープンスペース）を分類します。本公
園では多様で多世代の方が利用するため、利用者の属性を限定し
ない多様性・多世代にも配慮した公園であると考えます。該当す
るものとしては、立地的に重要である場所に位置している公園や、
日常的に多くの方に利用されている公園等が該当します。

自然環境機能
持続可能な社会の実現に向けては、温暖化を中心とした気候変動
への対応や、都市での生活の質の向上が重要な課題となっていま
す。千代田区は中心に皇居を有し、豊かなみどりが存在していま
す。これらのみどりを中心に、各公園が連携することで、風景や人、
動物・生物が繋がり、豊かな暮らしを実現していくことが重要で
ある。自然環境公園は、動植物が多く見られ、緑あふれる緑量豊
かな公園が該当します。

基本方針 (p36~39) デザイン案 資料 7

公園が担保すべき

基本的な機能

環境保全　　景観形成　　コミュニティ形成

　レクリエーション　　防災

基本理念基本理念

基本方針

千代田の歴史を継承し　次世代を育む　心地よいコモンスペースを目指して

基本方針１

公園で

親しむ

基本方針２

公園で

憩う

基本方針３

公園で

育む

基本方針４

公園に

集う

地域の歴史、シンボル、

みどりを活かした魅力づくり

施策１　地域の歴史を活かす

施策２　快適で潤いある公園

施策３　サービスの向上

施策４　デジタル技術の活用

地域とともにつくる　

心地よい居場所の創出

施策１　みんなでつくる公園

施策２　アクセスしやすい

エントランス

施策３　地域開発との連携

施策４　民間のノウハウを

　　　　用いた計画推進

楽しく過ごせる機能

の導入による

多世代の健康づくり

施策１　公園でできることを増やす

施策２　柔軟なルール

施策３　時間ごと・

場所ごとで楽しむ

場所を使いこなす

魅力ある遊び場

施策１　各公園の機能を分ける

施策２　誰もが利用しやすい

施策３　公園的空間と隣接施設

との一体的活用

施策４　道路の公園的利用の

可能性を広げる


